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雪国あおもりの暮らしを支える道づくり（防災・安全）

■計画の概要

事業数による進捗 【計画全体100事業】
着手率72％（72事業）、完了率48％（48事業）

■事後評価の結果

整備前

■今後の方針

目標未達であるが、目標に近似した実績だった。次期計画では目標達成に向け、冬期間の
安全で円滑な道路交通と安全で快適な歩行者空間を確保するための施設整備を図る。

事業実績

成果目標（H28末）の達成状況

計画の目標

事業主体 青森県
計画期間 H26～H30

社会資本整備総合交付金 事後評価 青森県 県土整備部 道路課

事業内容

積雪寒冷特別地域（県内全域）での防雪・消融雪施設整
備等の雪寒地域道路整備事業を実施

積雪時においても、道路空間が確保される延長を84%
（H26）から88％（Ｈ30）まで向上させる。

冬期間において安全で円滑な道路交通と安全で快適な
歩行者空間を確保するため、除雪と併せて防雪・消融雪
施設等の整備を行うとともに老朽化した施設を更新し、安
全・安心・快適な雪国あおもりの暮らしを支える道づくりを
めざす。

成果目標

代
表
工
区

国道280号 瀬辺地～広瀬工区（融雪溝整備）
L=5.1km

富萢薄市線 田茂木工区（防雪柵整備） L=0.4km
弘前岳鯵ヶ沢線 中村町工区（堆雪幅整備）

L=0.9km
etc.

整備後

道路上の
視程障害

防止

路面の
吹き溜まり

解消

整備効果

H26当初
84%

H30末
88%

H28末
87%

流雪溝・防雪柵・雪崩対策などの施設整備に
よって積雪期も道路空間が確保される率
(雪道安全空間確保率)=
(雪道安全空間確保延長

/雪道安全空間確保整備計画全体延長)
×100

(%)

目標未達成
（△1.0%）

完成した代表事例
川除木造線 木造川除工区（防雪柵整備） L=0.4km

84.0％
84.0％

87.0％ 88.0％


































































